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【研究の背景・目的】 

ヒトを含む真核生物は、細胞の中に生体膜で囲ま
れた細胞小器官（オルガネラ）を有する。この細胞
内の各オルガネラはそれぞれ特徴的な膜脂質組成を
持つことが近年明らかとなってきている。一方で、
このオルガネラ特異的な脂質組成がどのよう生命現
象に関与するか、またどのようなメカニズムで機能
を発揮するか、などに関してはまだ不明な点が多く
残されている。一方で細胞内のオルガネラとは異な
り、細胞膜表面においてはその解析のしやすさから、
膜脂質環境が受容体やそのアダプタータンパク質の
機能に重要な役割を果たすことが明らかになってき
ている。このことから、細胞内のオルガネラに関し
ても同様に膜脂質環境が様々な細胞内情報伝達に関
与すると予想される。 
申請者はこれまでに脂質生物学的手法と細胞生物

学的手法を用いた解析から、リン脂質特異的新規プ
ローブを開発し、細胞内のリン脂質の局在及びその
機能を明らかにしてきた。本研究課題においては、
申請者のこれまでの研究とプロテオミクスを用いた
手法を組み合わせることで、「オルガネラ膜特異的脂
質環境の細胞内情報発信プラットフォームとしての
新機能」を解明し、細胞内オルガネラ膜の新たな機
能を確立する。 
 

【研究の方法】 
申請者は特異的脂質認識プローブを利用して、そ

の脂質が局在するオルガネラのタンパク質を網羅的
に同定する手法を開発している。この手法により、
これまで生化学的単離が困難であった細胞内オルガ
ネラ膜における局在分子、相互作用分子を網羅的に
同定することが可能となった。本研究課題において
は、その中で細胞内シグナル発信・伝達に関わる分
子に焦点を当て、オルガネラ膜（あるいは膜の特定
の脂質ドメイン）との相互作用を探りながら、シグ
ナル発信・伝達におけるオルガネラ膜ドメインのプ
ラットフォームとしての分子機構を解明する。 

 
【期待される成果と意義】 

本研究は、「細胞内シグナル統合の場としてのオル
ガネラ膜脂質ドメイン」の細胞生物学的意義を探り、
細胞内オルガネラおよび膜脂質の機能について新し
い概念を確立するものである。本研究から癌、炎症
を基盤とする疾患に対する新しい治療標的を開発で

きる可能性も大いに期待できる。 
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